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やまと石材がお届けする、手作り新聞

　4月といえば「桜」の季節。桜といえばお花見・・・お花見＝桜と

答える方が、ほとんどだと思いますが、奈良時代までお花見といえば

「梅の花」だったそうです。

平安時代に入り、嵯峨天皇が日本古来の花である「桜」を広め、今で

はお花見と言えば桜が定番になったようです。美しく咲き誇る桜も素

敵ですが散りゆく桜もまた儚く、美しいものですね。
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青森店営業部　平田 響子

〔特集〕

仏教はここから
始まった！
　こんにちは。青森店の平田です。
　今年は春が早くやってきたように感じます。記録的な暖かさが続き、雪解けも順
調に進みましたね。今年は多くの方が、春彼岸にお墓参りに行かれたのではないで
しょうか。

　さて今回の特集は、私のような若輩者が語るにはちょっと深すぎるテーマかもし
れませんがどうぞお付き合いください。

お釈迦様の呼び名にはふか～い意味が
　みなさんもご存知のように、仏教を語る上で絶対欠かせない人物と言えば「お釈迦
様」かと思います。仏教の源はすべてお釈迦様（釈

しゃく

尊
そん

)）の教えから始まります。
　そのお釈迦様の生い立ちとはいったい・・・？

　釈尊は、本名を「ゴータマ・シッダールタ」と言います。生誕は紀元前463年とも
566年ともいわれておりますが、本当のところはわかっていないようです。
　釈尊の生誕地は、現在でいうとネ
パール、インドなどという説があ
りシャーキャ族の王子として生ま
れました。「釈

しゃ

迦
か

」という呼び名は
「シャーキャ族」からきているとい
うことです。そしてその種族の聖者
ということから「釈迦牟尼世尊」、
略して「釈尊」と呼ばれております。

釈尊の名前はこんなにも・・・
本名：ゴータマ・シッダールタ
通称：釈迦牟尼世尊
　　　牟尼＝聖者、世尊＝尊敬すべき人
　　　　　　　　▼
　　　ネパールの国　シャーキャ族の聖者
　　　釈尊＝釈迦牟尼世尊の省略形
　　　ブッダ（仏陀）＝�「目覚めたもの」を意味

します
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釈尊はわきの下から生まれた！？
　釈尊はシャーキャ族の王、浄飯王とその正妃である摩耶夫人の間に生まれました。
その逸話としてとても有名なお話があります。みなさんもご存知なのではないでしょ
うか。
　ある夜、摩耶夫人は夢を見ました。それは聖なる六牙の白象
が、眠っている摩耶夫人の右わきから入ってくるという夢です。
それが王子のご懐妊を知らせる夢だったのです。それから10ヶ
月ののち出産のため里帰りの途中、ルンビニーの園で休息しまし
た。そこで美しく咲く花に手を伸ばしました。と、その時！！摩
耶夫人の右のわきから王子（釈尊）が生まれ出たのです。

天
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じょう
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てん
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げ

唯
ゆい

我
が

独
どく

尊
そん

　この世に生を受けた王子は、なんと生まれてすぐに立ち上がり７歩あゆみ、天と地
を指差して次のように宣言されたということです。
「天上天下唯我独尊！」
　これは「天上天下に、われほど尊いものはない」という意味だ
そうです。す、凄い！凄すぎる！！・・・そして、そのあとは普
通の赤ん坊に戻ったと伝えられています。
　ちなみに釈尊が生まれたこの日、天の神々は天界から花を降ら
し、龍王は天から降りて冷たい水と温かい水で生まれた王子を清
めたと伝えられました。この行いを「灌仏（かんぶつ）」とい
い、現代の仏教においてもこれをもとにした儀式が伝わっており
ます。

（参考資料：早稲田大学教授　大久保良峻　監修　「仏教と仏事のすべて」より）

　ここまで拙い私のお話にお付き合い頂きありがとうございます。このお話は当然言
い伝えと言うことになってしまうかもしれませんが、仏教の開祖「釈尊」の凄さが感
じられますね。
　また次の機会がありましたら、釈尊にまつわる別のお話もさせていただければと思
います。
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如来像の「身体チェック」しちゃいました！・・・Vol・6
　如来には「三十二相八十種好」と呼ばれる＂仏の尊い身体的特徴＂があるとされているそうで
す。身近な仏像（如来）は、これらの特徴に基づいて造られているそうです。

三十二相のほんの一部をご紹介！
肩円満相（けんえんまんそう）
　両肩が丸く豊かである。肩円好相（けんえ
んごうそう）ともいう。
<意味>・お釈迦様の教えの中に自利利他円満

（じりりたえんまん）とあります。
自利は自身のための善き行い、利他は
他者のために善き行い。両方が整って
円満な状況を導く姿を現す。

牙白相（げびゃくそう）
　40本の歯以外に四牙があり、白く大きく鋭
利堅固。「げはくそう」ともいう。
<意味>・克服すべき煩悩の三毒である貪（と

ん）・瞋（じん）・癡（ち）を制する。貪
は、貪欲、むさぼり、必要以上に求
める心。瞋は、怒りの心。癡は、愚癡
（ぐち）、真理に対する無知の心。

四十歯相（しじゅうしそう）
　歯が40本あり、美しく並び鮮白で清潔。
<意味>・清廉潔白であり、他者を貶めたり悪口

を言わない。

歯斉相（しせいそう）
　歯の大きさが等しく、硬く、密で、並びが
美しい。
<意味>仏の清浄さを表す。

～おまけ～
「八十種好」とは・・三十二相をさらに細分化した仏様の特徴です。
　「声にはあらゆる音が備わっている。（一切之声分具
足）」、「四本の牙が白く鋭い。（四牙白利）」、「舌の色は赤
い。（舌色赤）」、「舌は薄い。（舌薄）」などがあります。
　仏様のお姿にはひとつひとつ意味があり、人々の願いが
込められていると思うと感慨深いですね。

青森店営業部　宮崎・陽

仏像・あれこれシリーズ

　こちらのコーナーでは、知っているようで知らない「仏像」のあ
れこれをお届けしていきたいと思います。・・・きっと誰かに教え
たくなる・・・！？
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ショールーム課　西村葉子

命の大切さを
伝えるお仏壇

ご命日は「命の日」

　こんにちは。西村です。
　間もなく桜の便りも届き、本格的な春の訪れを感じる季節ですね。

　さて、唐突ですが「命日」と聞くと皆さんは何を感じますか。何となく、大切な
人が亡くなった日というネガティブな印象を受けるのでは・・・
　でも「命の日」と呼びかえると大分違った印象を受けますよね。そこには「命を
大切にする日」というイメージが付加されます。確かに亡くなった日でもあります
が、それは生まれ変わった日でもあり、命を大切にする日という意味を感じること
ができます。

　普段の私も、命のことを考える機会はそう多くはありません。それでもなぜかお
仏壇の前に座ると、自分の命がいま有るのはご先祖様たちがいたからこそだと思い
知らされます。本当に感謝です。
　ある学校の先生は、「お仏壇にお祈りする姿は、家族へ
の信頼や、他人に対する慈愛の心を育て、目に見えないも
のの価値を考える姿勢を育てる」とおっしゃいました。子
供の情操教育という意味でも、大切な事だと気付かされま
す。
　ほんのわずかな時間でも貴重な時間を過ごしていると言
えるのではないでしょうか。

　心を痛めるニュースが絶えない昨今、お墓参りやお仏壇
に手を合わせたりすることで命の大切さを子供たちにも伝
えていきたいものです。
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弘前店営業部　山内・一磨

　津軽地方の板柳町と言えばリンゴの産地として
も有名ですが、その中心部にある全長2.1kmにも
及ぶ遊歩道は、訪れた人を和ませてくれるちょっ
とした観光スポットでもあります。

　この板柳町中央アップルモール「せせらぎ遊歩
道」は、以前は荒れた堰がある地域でしたが、今
では綺麗なせせらぎになって小鳥たちが集う憩い
の場と変身しました。
　板柳町ならではの、リンゴをモチーフにしたオ
ブジェやベンチ、水飲み場などが設置されており
ます。使われている石も、宮城県南部の山から産
出された「伊達冠石」などを使用し、とても趣が
あります。
　プチ自慢になりますが、当時の板柳町長から感
謝状も頂いてしまいました。ありがとうございま
す。

　実は以前、社員みんなでこのせせらぎ遊歩道を
歩く機会がありました。ゆっくりと歩きながら
自然の石と触れ合って、心は癒されっぱなしでし
た。

　皆様もぜひ一度足を運んでみてはいかがでしょ
うか。

板柳町中央アップルモール

リンゴの里のせせらぎ遊歩道

あっ！

　やまと石材では、公共事業などの建築石工事や公園用

の石材などを扱っております。このコーナーでは、身近

にあるやまとの石をご紹介します。

自然の石肌を生かした石柱には、町ゆかりの文人や歴史
などを学べるように彫られています。

ちょっと恥ずかしそうに石の間に隠れているリンゴのオ
ブジェ。それでも存在感は抜群です。

大きなリンゴで造られた水飲み場。さすがリンゴの里で
すね。
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施工課　高坂 和真

　こんにちは。施工課の髙坂です。
　あんなに降った雪もすっかり消えて、暖かくなりましたね。屋外で働く身としては嬉
しい限りです。

　今回は、昨年の12月にランドワークグループの「まつしまメモリーランド様」からの
依頼で、お墓建立施工応援に行ったことついてお話したいと思います。

　赴いた地は宮城県。施工応援は過去にも何度か
行ってきましたが、地域が変われば大きさも形もまる
で異なります。見た目で特徴的なのは、宮城県の墓石
は正面から見ると、横長の長方形のタイプもあり驚き
ました。また宮城県の香炉は青森県と違い、線香を立
てずに横に置くタイプのものがほとんどでした。（宗
派にもよります）
　さらに、まつしまメモリーランドの工場も見学しま
した。とても大きく、機械や設備が凄く充実してい
て、現場で作業をする私からすると、とても羨ましく
もあり感動もしました。施工応援に行く度、私はここ
ぞとばかりにまつしまメモリーランドの工事部で使っ
ている工具や施工方法、工事の段取り等を聴き取り、
それをやまと石材に持ち帰り、取り入れ、実行するよ
うにしています。

　このような経験ができるのも、やまと石材がランド
ワークグループの一員になっていることのメリットで
す。とても有意義な経験でしたので、これからもお話
があればぜひ施工応援に行きたいものです。

ランドワークグループ・施工応援

地域が変われば
形も変わる！？

違った地域で、さらに他の会社様のお墓を
建てていく機会はめったにありません。少
しでも学んでやまと石材に活かしていきま
す。（左側が私です）

完成したお墓の前で記念撮影。同行してい
ただいたメモリーランドの方にシャッター
をパチリ！かっこいいお墓の完成です。右
側は一緒に行った、弊社係長の木村です。



ショールーム課・佐藤江里子
絵本の読み聞かせボランティア
を続けて10数年。心に響く素敵な絵本
を少しでも紹介できれば幸いです。

　ある日、タヌキは奇妙な”音”を耳にする。
　オンドロロン、オンドロロン
　音に誘われるまま洞窟の中に入っていく
と、そこには奇妙なキノコがいた…。
　タヌキはそのキノコがキツネの顔に見え
て、「あんたなんか、大っ嫌いだ～～！」キノ
コに叫んだ。
　タヌキが帰ったあと、洞窟には次々と動物
たちがやってきて、それぞれ抱えている「思
い」をキノコに向かって叫んでいく。
　動物たちの思いを浴びたキノコは、どんど
ん膨れ上がっていく。
　祭りの日、ついにキノコは飛び出して、動

物たちに襲いかかる！
　なかなか言えない不満を洞窟のキノコに
訴える。そして、いろんな動物達の「思い」を
受け止めたキノコが最後は爆発する。お話と
絵が不気味な雰囲気を出している絵本です
が、みんなが普段感じている思いをうまく
表現してくれています。伝えたいけど、うま
く伝えれない気持ちがよく
わかります。

良きご縁をありがとうございます
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※今月号で紹介しきれなかったお客様は、また次の機会に掲載いたします。

編集後記
　皆様、花粉症は大丈夫でしょ
うか。こうして編集後記を書い
ている傍からくしゃみの音が響
いております。周りはみんな花
粉症なのに、私だけは平気です。
羨ましがられるのを通り越し
て、嫌われております。
・ （佐々木）

「おもいのたけ」
文　きむらゆういち　　絵　田島　征三

「大切な人に贈りたい」
いつまでも語りつがれる絵本

日本最大36店舗の
墓石専門店グループ

TEL. 017－744－1488　FAX. 017－765－1388
【青森本店】〒030－0946　青森市古館１－13－13

TEL. 0172－27－1455　FAX. 0172－27－1492
【弘前店】〒036－8076　弘前市境関１－１－１

E-mail　info@yamatosekizai.com 青森 やまと石材


